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変化できる、という強さ。変化できる、という強さ。

行木 陽子（なめき ようこ）
日本アイ・ビー・エム株式会社　
ソフトウェア事業
Lotus 事業部
ICPシニア・コンサルティング
ITスペシャリスト
ソーシャルウェア・エバンジェリスト

［プロフィール］
製造業のお客様を担当するアカウントSE
として、日本 IBM のエンジニアとしての歩
みを開始。その後、サービス部門を経て、
2001 年にソフトウェア事業に異動後は一
貫してコラボレーション・エリアを担当し、
現在はソーシャルウェア・エバンジェリストと
して、次世代コラボレーションを実現する最
新テクノロジーの啓

け い も う

蒙活動ならびに技術支
援を行っている。

大変でした」
講演で行木の話を聞いてくださる

人たちは、専門分野も違えば、ソー
シャルウェアに対する知識もさまざ
ま。入門編として勉強に来られた方
もいれば、ビジネス・チャンスを狙っ
ている企業担当者もいる。そんな中
で主題を決め、誰もが納得して帰れ
るような話をしていくことは、経験の
ない行木にとっては苦行だったので
はないか。
「始めたばかりのころ、技術論

は普通に話せていたと思いますが、
オーディエンスに合わせて話を切り
替えることは難かったです。それに
同じ内容の話をしても、反応がいい
時と悪い時があります。セミナーに
参加いただいたさまざまなバックグラ
ウンドを持つ皆さまに、私の話す内
容を理解し納得してもらえるかは課
題でした」

エバンジェリストとして、言葉で伝
えようと頑張れば頑張るほど、空回
りすることもある。だから発想の転
換。技術者としての日々 の活動の中
で、現場で生み出される技術とかか
わり続けること。それが自分の言葉
に重みと真実と自信を込めていく。

どうしても行木はこのエリアを伝え
たかったのだ。
「もともとは技術屋ですので、人

前で話すよりも自分で手を動かして

最近、ピアノを始めた。正確にい
えば再開。小学校のとき、練習し
続けなければいけないことを自分の
中で消化しきれずに一度辞めた。
だが、今になって続けておけばよかっ
たという気持ちが強くなったという。
「忙しい毎日の中で負担になる部

分はあるけれど、やっぱり好きなこと
を好きなようにやっている時間はか
けがえのないものです。やらないで
後悔するより、やって後悔すること
の方が私らしいかな、とも思います」

◆

やらないで後悔するより、やって
後悔した方がいい。それが行木の
スタイルであり、プレッシャーのかか

る場面での決断で、後押しをしてく
れる魔法の言葉。

｢ 失敗だと思っても、それが次の
成功に結び付くことがあると思うんで
す。エバンジェリストとして活動を始
めたころも分からないことはたくさん
ありましたけれど、やはりやってよかっ
たと思います ｣

エバンジェリストとしての役割と、
現職の IT スペシャリストとしての役
割との一番大きな違いは、その対象
となる相手だ。

「普段の仕事では、特定のお客
様に対して最適な方法でコミュニ
ケーションをとる。エバンジェリストは
不特定多数、たくさんの方に伝え
る。この違いに対応するのはやはり
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実験する方が好きでした。それに人
前で話さないで済むならその方がい
い（笑）。でも、私はソーシャルウェ
アというエリアが重要だと信じていま
す。それならば、専門に取り組んで
いる自分がエバンジェリストとして伝
えていくべきだと思ったのです」

現在ソフトウェア事業にエバンジェ
リストは 6 名。それぞれが専門分野
を持って活動している。この 6 名は
いわばそのエリアを代表し、テクノロ
ジーを世の中に訴え掛けていく使命
を担っている。行木がソーシャルウェ
アの重要性を高らかに宣言し、その
責を自ら背負わなければ、もしかし
たら誰にも届かないかもしれない。
危機感と使命感も自分を動かす力な
のだろう。

ここにもやらずに後悔するよりも
やって後悔するという行木のスピリッ
ツはあった。

◆

それほどまでに情熱を燃やすソー
シャルウェアとはそもそもどんなものな
のだろうか。
「簡単に言えば、ご存知のような

ツイッター、Facebook、mixi をは
じめとするソーシャル・メディアの技
術や仕組みを企業のコラボレーショ
ンへ適用するという発想です。しか
しながら、このようなテクノロジーを
企業で活用するためには、セキュリ
ティーや安定性など考慮すべき点が
多々あります。そこで企業向けに最
適化されたものをソーシャルウェアと
位置付けています。『このようなツー
ルは、ビジネスには使えないのでは？』
という考える方も多いかもしれません
が、実際はとても有益で、企業で

必要となる新しいアイデアや発想を
生み出す可能性を持っています」

例えば行木が手掛ける『Lotus 
Connections』のようなソーシャルウェ
アを導入することで、結果だけでは
なくプロセスが共有できる。

提案書や仕様書などを共有する
際に、「整理された完成文書」とし
てだけではなく、途中段階の思い付
きや意見、疑問点など文書化され
るまでの経緯を気軽に共有すること
ができる。情報は最初の段階では
必然的にまとまりがないものになるが、
その分より多くの知見に触れることが
できる。
「グローバル企業なら寝る前にアイ

デアや思い付きを投げ掛けておくと、
時差の関係もあって朝になればそれ
に対する意見や情報がタイムライン
にズラリと並ぶこともあります。全部
を見る必要はありません。そこから
何を選ぶのか、考えるのかは見る人
が判断すればいいんです」

ソーシャルウェアが企業コラボレー
ションの在り方を変革するかもしれな
い。その確信は現場ではなく意外な
ところで生まれた。

「ドジな話なんですけど、土手を
歩いていて滑り落ちてしまって足を
複雑骨折し、しばらく自宅で仕事を
したことがありました。この時、対
面で会うことのできない同僚とのコ
ミュニケーションに威力を発揮したの
がソーシャルウェアです。『時間や距
離を越えることができるな』とこの時
実感しました」

病院のベッドでも、アイデアを思い
付いたら何か行動しなければ気が
済まない。
「結局、やっちゃう（笑）。『休ん

でいなさい』って言われるんですけ
れども…。同じ病院にいてリハビリ
頑張っている方 を々見ると『わたし
も頑張らなきゃ！』って思ってしまうん
ですよね」

行木が仕事のブランクを生かした
のはこればかりではない。
「出産、そして育児。自分と家族

にとってはとても幸せなこと。その一
方でどうしても女性としてキャリアを
積んでいくためにはブランクになって
しまう恐怖感はあったんです。でも
切り替えました。1 年の余裕をもらっ
たんだ、それならその間に普段でき
ないことができるんじゃないかと。要
は受け取る側の気持ち次第。気持
ちの切り替えが重要なんです」

その時の息子さんも高校生。
「最近は『お母さん忙しくて大変

だね。でもそれがカッコイイ』なんて
言ってくれます」

人生に変化は付きもの。そこでどう
選択できるか。講演で行木はダーウィ
ンの言葉を使ってメッセージを送る。

「本当に生き残れるのは強い人で
も賢い人でもない、変わっていける
人なのです」

人間も企業もツールも変化していく
ことで新しいものが生まれ、生き残っ
ていく。でも変わっていくことばかり
が素晴らしいのではない。
「変化することを恐れない、という

気持ちを持つことが大切。そうすれ
ば本当に変化すべき時に迷いなく変
わることができますから」

後悔しないで前へ進もう。その気
持ちを持ち続けていること。だから
行木は、仕事と人生をどんどん楽し
くしていける。


